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 ｚ
）
毎
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午
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）
で
は

　
時
間
視
聴
可
能
。
超
教
派

２４

　
（
朗
読
・
坪
井
木
の
実
）

　
▽
４
月
　
日
・
末
盛
千
枝

２４

子
▽
　
日
・
井
上
博
嗣
▽
　

２５

２６

日
・
菊
地
多
嘉
子
▽
　
日
・

２７

小
林
陽
子
▽
　
日
・
ジ
ェ
ー

２８

ム
ス
・
ハ
ヤ
ッ
ト
▽
　
日
・

２９

南
部
樹
未
子
（
以
上
テ
ー
マ

は
「
病
気
」
）

※
詳
細
は
、
緯
〇
七
五
２
１

１
九
三
四
一
。

　
朝
日
放
送
（
１
０
０
８
Ｋ

Ｈ
 ｚ
）
日
曜
日
午
前
５
時
　５０

分
～
６
時
、
西
日
本
全
域

で
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
内
容
。

　
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
２
、
日

曜
日
午
前
８
時
　
分
～
９
時

３０

▽
４
月
　
日
・
石
田
友
雄

３０

「
バ
ベ
ル
の
塔
の
物
語
」

　
（
　
）
内
は
前
任
地

　
《
仙
台
教
区
》
 

〈
４
月
１
日
付
〉

　
司
教
総
代
理
＝
佐
藤
守
也

〈
一
関
教
会
・
千
厩
教
会
主

任
を
兼
任
〉

　
《
新
潟
教
区
》（
第
２
次
）

〈
４
月
　
日
付
〉

１７

　
山
形
教
会
助
任
（
語
学
研

修
）
ス
リ
・
ワ
ル
ヨ
＝
イ
エ

ズ
ス
・
マ
リ
ア
の
聖
心
会
▽

教
区
外
へ
転
出
（
高
田
教
会

助
任
）
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ハ

ビ
エ
ル
＝
高
松
教
区

　
《
名
古
屋
教
区
》

　
〈
４
月
１
日
付
〉

　
平
針
教
会
主
任
（
多
治
見

教
会
助
任
）
竹
谷
基
＝
神
言

修
道
会
▽
瑞
浪
教
会
主
任

（
城
北
橋
教
会
協
力
司
祭
）

上
村
勉
▽
豊
橋
教
会
主
任

（
膳
棚
教
会
主
任
）
ア
ン
ト

ニ
オ
・
ジ
ェ
ニ
ヴ
ァ
ル
ド
・

オ
リ
ヴ
ェ
イ
ラ
＝
オ
ブ
レ
ー

ト
会
▽
豊
橋
教
会
助
任
（
福

岡
教
区
古
賀
教
会
主
任
）
エ

ド
ワ
ー
ド
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス

＝
同
会
▽
膳
棚
教
会
主
任

（
豊
橋
教
会
主
任
）狩
浦
正
義

　
《
大
阪
教
区
》

〈
２
月
　
日
発
表
〉

１０

　
〈
姫
路
地
区
〉

　
【
姫
路
中
ブ
ロ
ッ
ク
】
ハ

リ
ー
・
ク
ワ
ー
ド
フ
リ
ッ
ト

＝
淳
心
会
＝
が
引
退
。
後
任

は
ル
ド
・
ゴ
ー
セ
ン
ス
＝
同

会　
〈
神
戸
地
区
〉
異
動
な
し

　
〈
阪
神
地
区
〉

　
【
阪
神
夙
川
ブ
ロ
ッ
ク
】

ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
デ
リ
ア
＝

教
区
人

教
区
人
事事

聖
ザ
ベ
リ
オ
宣
教
会
＝
は
夙

川
教
会
助
任
司
祭
で
居
住
も

同
教
会

　
【
阪
神
仁
川
ブ
ロ
ッ
ク
】

　
深
堀
貴
＝
コ
ン
ベ
ン
ツ
ア

ル
聖
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
修
道
会

＝
は
仁
川
教
会
協
力
司
祭

　
【
阪
神
尼
崎
ブ
ロ
ッ
ク
】

　
パ
ス
ク
ア
ル
・
サ
オ
リ
ン

＝
ス
ペ
イ
ン
外
国
宣
教
会
＝

が
武
庫
之
荘
と
園
田
の
小
教

区
主
任
司
祭
を
兼
務
。
マ
リ

オ
・
ア
ウ
デ
ィ
シ
オ
〈
大
阪

信
愛
修
道
院
付
〉
＝
聖
ザ
ベ

リ
オ
宣
教
会
＝
が
両
小
教
区

の
協
力
司
祭

　
〈
北
摂
地
区
〉
異
動
な
し

　
〈
大
阪
北
地
区
〉

　
【
梅
田
ブ
ロ
ッ
ク
】
小
田

武
彦
は
英
知
大
学
専
任
。
マ

リ
オ
・
コ
リ
ナ
＝
聖
ビ
ン
セ

ン
シ
オ
の
宣
教
会
＝
は
半
年

の
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
。
松
村
繁

彦
＝
札
幌
教
区
＝
は
英
知
大

学
勤
務
で
梅
田
ブ
ロ
ッ
ク
協

力
司
祭〈
北
野
教
会
に
居
住
〉

　
【
し
ろ
き
た
ブ
ロ
ッ
ク
】

大
海
明
敏
＝
神
言
修
道
会
＝

は
神
言
修
道
会
本
部
へ
。
藤

原
直
達
〈
内
観
瞑
想
セ
ン
タ

ー
〉
は
地
区
協
力
司
祭

　
〈
大
阪
南
地
区
〉

　
【
か
わ
ち
ブ
ロ
ッ
ク
】
ベ

ト
ナ
ム
よ
り
東
京
カ
ト
リ
ッ

ク
神
学
院
入
学
希
望
者
二
名

が
来
日
。
八
尾
教
会
で
高
山

親
＝
イ
エ
ズ
ス
会
＝
と
共
同

生
活
を
し
て
日
本
語
学
校
へ

通
学
　
【
玉
造
ブ
ロ
ッ
ク
】
村
田

稔
が
サ
バ
テ
ィ
カ
ル
、
後
任

は
明
石
健
次
〈
教
区
事
務
局

の
仕
事
を
兼
任
〉

　
〈
岸
和
田
地
区
〉

　
【
紀
泉
ブ
ロ
ッ
ク
】
酒
井
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ォ
ー
ラ
ム
　
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
　
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
　
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
　
フ
ォ
ー
ラ
ム
　
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｕ
Ｍ
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二
月
に
沖
縄
に
行
っ
て

来
ま
し
た
。

　
沖
縄
戦
の
戦
跡
や
米
軍

基
地
な
ど
を
巡
る
四
日
間

の
平
和
学
習
の
手
引
き
を

し
て
く
だ
さ
っ
た
宇
根
悦

子
さ
ん
は
、
「
あ
る
時
か

ら
（
沖
縄
戦
の
こ
と
を
歌

っ
た
）
『
さ
と
う
き
び

畑
』
は
歌
わ
な
く
な
り
ま

し
た
」
と
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　
「
戦
争
は
（
歌
詞
の
よ

う
に
）
『
海
の
向
こ
う
か

ら
や
っ
て
来
た
』
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
人
が
始
め

た
の
で
す
」
と
い
う
説
明

が
重
く
響
き
ま
し
た
。

　
日
本
の
総
面
積
の
わ
ず

か
０
・
６
％
の
沖
縄
に
在

日
米
軍
基
地
の
八
割
近
く

が
集
中
し
て
い
る
異
常
な

状
態
も
「
や
っ
て
き
た
」

の
で
は
な
く
日
本
と
米
国

が
持
ち
込
ん
だ
の
で
す
。

　
一
九
九
六
年

四
月
、
当
時
の

橋
本
龍
太
郎
首

相
は
首
相
官
邸

で
米
国
大
使
と
共
に
記
者

会
見
し
、
米
国
が
沖
縄
県

宜
野
湾
市
の
普
天
間
飛
行

場
を
日
本
に
返
還
す
る
と

発
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
ま

で
返
還
は
困
難
と
い
う
見

方
が
強
か
っ
た
こ
と
も
あ

り
、
報
道
は
両
国
政
府
の

決
定
に
好
意
的
で
し
た
。

　
し
か
し
、
返
還
は
遅
々

と
し
て
進
ま
ず
、
二
〇
〇

四
年
に
は
隣
接
す
る
沖
縄

国
際
大
学
に
米
軍
ヘ
リ
が

墜
落
、
炎
上
す
る
と
い
う

大
事
故
も
起
き
て
い
ま

す
。
政
府
と
名
護
市
の
協

議
を
経
て
こ
の
四
月
、
移

転
先
を
名
護
市
の
辺
野
古

（
へ
の
こ
）
地
区
と
す
る

こ
と
で
合
意
を
み
ま
し
た

が
、
結
局
は
同
じ
県
民
に

犠
牲
を
強
い
る
だ
け
で

す
。
こ
れ
が
「
返
還
」
な

の
で
し
ょ
う
か
。

　
宇
根
さ
ん
は
、
本
土
の

メ
デ
ィ
ア
は
沖
縄
県
民
の

気
持
ち
を
ま
っ
た
く
伝
え

て
い
な
い
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。
報
道
に
携
わ
る
者

の
一
人
と
し
て
、
つ
ら
く

忸
怩
（
じ
く
じ
）
た
る
思

い
で
す
。

　
日
本
政
府
が
沖
縄
を
太

平
洋
の
「
要
石
」
と
す
る

米
国
の
戦
略
を
追
認
す
る

限
り
、
沖
縄
の
負
担
が
大

き
く
軽
減
さ
れ
る
こ
と
は

な
い
で
し
ょ
う
。
こ
の
問

題
に
、
首
相
や
官
房
長
官

と
し
て
取
り
組
ん
だ
橋

本
、
故
梶
山
静
六
、
野
中

広
務
ら
各
氏
に
直
接
取
材

し
た
経
験
が
あ
り
ま
す

が
、
「
心
を
痛
め
て
い

る
」
と
吐
露
す
る
彼
ら
の

心
情
が
ま
っ
た
く
の
う
そ

で
は
な
い
に
せ
よ
、
沖
縄

県
民
の
気
持
ち
よ
り
米
国

の
意
向
を
優
先
さ
せ
て
い

る
の
は
事
実
で
す
。

　
沖
縄
だ
け
で
な
く
私
が

住
む
神
奈
川
県
で
も
、
は

る
か
中
東
や
ア
フ
リ
カ
ま

で
を
カ
バ
ー
す
る
第
一
軍

団
司
令
部
を
米
本
土
か
ら

移
転
さ
せ
る
計
画
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
日
本
は
、
イ

エ
ス
が
生
き
た
ロ
ー
マ
帝

国
の
植
民
地
同
様
に
米
国

の
植
民
地
と
な
っ
て
い
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

　
今
回
の
旅
で
辺
野
古
地

区
を
訪
ね
た
際
、
飛
行
場

移
設
に
反
対
す
る
人
た
ち

は
「
私
た
ち
は
決
し
て
手

を
あ
げ
な
い
」
と
非
暴
力

を
訴
え
て
い
ま
し
た
。
連

行
さ
れ
る
イ
エ
ス
が
残
し

た
「
剣
を
さ
や
に
納
め
な

さ
い
。
剣
を
取
る
者
は

皆
、
剣
で
滅
び
る
」
（
マ

タ
イ
　
・
　
）
と
い
う
こ

２６

５２

と
ば
と
響
き
合
う
非
暴
力

の
思
想
で
す
。

　
私
た
ち
本
土
の
人
間
が

沖
縄
の
現
状
を
そ
の
ま
ま

に
し
て
お
く
な
ら
ば
、
そ

れ
は
「
バ
ラ
バ

を
」
と
叫
ん
で

イ
エ
ス
を
引
き

渡
し
た
群
集
の

行
為
と
な
ん
ら
変
わ
る
こ

と
が
あ
り
ま
せ
ん
。
「
こ

の
旅
か
ら
帰
り
、
そ
れ
ぞ

れ
の
土
地
で
平
和
の
た
め

に
何
か
を
し
て
く
だ
さ

い
。
そ
れ
が
沖
縄
の
人
間

の
願
い
で
す
」
と
い
う
、

宇
根
さ
ん
の
問
い
掛
け
に

応
え
る
こ
と
が
で
き
る
の

か
。
そ
れ
が
私
の
課
題
と

な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
（
信
徒
）

戦
争
は
人
間
が
始
め
た

中川 克史

 東海林 　  路  得 子   　さん
し ょ う じ  る つ こ

相手の側に立ち、声を聞く。「出会いの中でいつも問われる」　７２歳

長
に
就
任
し
た
。
そ
れ
ま
で

は
女
性
や
母
子
の
た
め
の
緊

急
避
難
所
「
女
性
の
家
Ｈ
Ｅ

Ｌ
Ｐ
（
ヘ
ル
プ
）
」
の
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
、
元
「
慰
安
婦
」

の
補
償
問
題
な
ど
に
取
り
組

む
「
女
性
国
際
戦
犯
法
廷
」

事
務
局
長
な
ど
を
務
め
て
き

た
。
　
そ
う
し
た
経
験
か
ら
、
心

身
に
深
い
傷
を
負
っ
た
女
性

の
社
会
復
帰
に
は
長
い
時
間

が
か
か
る
こ
と
を
早
く
か
ら

実
感
し
て
い
た
。

　
「
本
当
は
一
年
で
も
足
り

な
い
く
ら
い
。
で
も
行
政
は

早
く
施
設
か
ら
出
し
て
、
早

く
社
会
で
仕
事
を
さ
せ
よ
う

と
す
る
。
す
る
と
必
ず
後
で

落
ち
込
み
や
恐
怖
、
精
神
的

混
乱
が
彼
女
た
ち
を
襲
う
の

で
す
」
と
顔
を
曇
ら
せ
る
。

暴力被害女性の長期滞在施設「矯風会ステップハウス」の所長

扉扉をあけて
元気さん

　
し
か
し
勇
気
を
も
ら
う
出

来
事
も
あ
る
。
昨
年
の
ク
リ

ス
マ
ス
、
東
海
林
さ
ん
が
尽

力
し
て
よ
う
や
く
一
緒
に
暮

ら
せ
る
よ
う
に
な
っ
た
母
子

が
い
た
。
そ
の
小
学
三
年
生

の
女
の
子
が
手
紙
を
く
れ

た
。
「
い
ろ
い
ろ
と
問
題
を

解
決
し
て
く
れ
て
あ
り
が
と

う
。
私
も
将
来
、
東
海
林
さ

ん
の
よ
う
な
仕
事
が
し
た
い

で
す
」
。
そ
の
大
人
び
た
書

き
よ
う
が
ほ
ほ
笑
ま
し
く
、

ま
た
う
れ
し
か
っ
た
。

　
重
い
現
実
と
直
面
す
る
毎

日
の
中
で
、
聖
書
が
東
海
林

さ
ん
の
活
動
の
源
泉
。

　
「
相
手
の
側
に
ど
れ
だ
け

自
分
は
立
て
る
の
か
、
ど
れ

だ
け
相
手
の
声
を
聞
け
る
の

か
、
出
会
い
の
中
で
い
つ
も

問
わ
れ
て
い
ま
す
」

　
こ
の
五
年
間
で
百
六
十
人

の
女
性
が
、
「
ス
テ
ッ
プ
ハ

ウ
ス
」
で
自
分
を
取
り
戻

し
、
新
し
い
生
活
に
向
け
て

旅
立
っ
て
い
っ
た
。

　
「
居
所
を
失
っ
た
母
子
や

路
上
生
活
者
、
暴
力
被
害
の

女
性
の
た
め
の
施
設
は
各
県

に
あ
り
ま
す
が
、
六
カ
月
以

上
長
期
滞
在
で
き
る
単
身
女

性
の
施
設
は
こ
こ
が
初
め
て

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
」

　
単
身
女
性
と
い
っ
て
も
独

身
者
だ
け
を
意
味
し
な
い
。

子
ど
も
が
成
長
し
、
よ
う
や

く
暴
力
を
振
る
う
夫
か
ら
逃

れ
て
き
た
人
、
子
ど
も
を
置

い
て
、
着
の
み
着
の
ま
ま
で

駆
け
込
ん
で
き
た
外
国
籍
の

人
な
ど
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
だ

が
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
性
的

暴
力
を
受
け
て
い
る
と
い

う
。
　
「
ス
テ
ッ
プ
ハ
ウ
ス
」
の

開
設
二
年
目
に
、
設
立
母
体

で
あ
る
日
本
キ
リ
ス
ト
教
婦

人
矯
風
会
か
ら
請
わ
れ
て
所

　
約
四
半
世
紀
、
日
本
国
内

の
キ
リ
シ
タ
ン
歴
史
画
を
描

き
続
け
て
い
る
横
浜
教
区
雪

ノ
下
教
会
の
村
田
佳
代
子
さ

ん
（
　
）
の
代
表
作
が
、
こ

６２

の
ほ
ど
画
文
集
『
日
本
の
キ

リ
シ
タ
ン
』
（
美
研
イ
ン
タ

ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
／
一
三
六
五

円
）と
し
て
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
今
回
の
画
文
集
は
、
既
刊

の
『
ヨ
ハ
ネ
の
黙
示
録
』

『
　
年
』
に
続
く
三
部
作
の

６０
作
品
集
の
完
結
編
。
聖
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
の
宣

教
に
始
ま
り
、
各
時
代
・
各

地
の
キ
リ
シ
タ
ン
の
弾
圧
と

殉
教
の
歴
史
、
そ
し
て
現
代

の
〝
殉
教
〟
と
も
言
え
る
原

渦

蔚

唄

鰻

嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘

嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘嘘
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“身に 沁 みる”典礼理解のために
し

が
、
腑
（
ふ
）
に
落
ち
る
、
身
に
沁
（
し
）

み
る
と
い
う
分
か
り
方
が
典
礼
に
お
い
て
は

大
切
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
が
歴
史

的
知
識
、
理
論
的
意
味
の
次
元
で
の
理
解
と

つ
な
が
る
時
に
、
よ
り
充
実
し
た
積
極
的
参

加
が
実
現
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　
そ
の
意
味
で
、
今
回
、
多
く
の
研
究
者
の

協
力
と
貢
献
に
よ
っ
て
可
能
と
な
っ
た
『
キ

リ
ス
ト
教
礼
拝
・
礼
拝
学
事
典
』
の
出
版
は

あ
り
が
た
く
、
ま
た
画
期
的
で
あ
り
、
現
代

の
典
礼
へ
の
関
心
の
高
ま
り
に
応
え
る
も
の

と
し
て
大
い
に
歓
迎
さ
れ
る
。

れ
て
い
る
点
も
新
し
い
（
洗
礼
、
礼
拝
の
歴
史
、

任
職
式
、
礼
拝
書
・
式
文
な
ど
）。

　
本
事
典
を
ひ
も
と
き
な
が
ら
、
私
た
ち
は
生

き
て
い
る
典
礼
と
そ
の
多
様
性
に
触
れ
る
こ
と

が
で
き
る
。
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
に
お
い
て
自

ら
を
私
た
ち
に
差
し
出
さ
れ
た
い
の
ち
の
神

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
、
文
化
の
人
々
が
応
え

よ
う
と
し
て
形
成
し
て
き
た
典
礼
の
「
か
た
ち
」

に
。
大
切
な
の
は
、
こ
れ
ら
の
か
た
ち
を
生
み

出
し
た
「
い
の
ち
そ
の
も
の
」
に
私
た
ち
が
触

　
近
年
の
典
礼
刷
新
に
お
い
て
最
も
重
要
視

さ
れ
て
い
る
点
の
一
つ
に
、
会
衆
の
「
行
動

的
参
加
」
が
あ
る
。
レ
イ
ト
ゥ
ル
ギ
ア
（
共

同
体
の
奉
仕
）
の
語
が
示
す
よ
う
に
、
典
礼

祭
儀
の
担
い
手
は
本
来
、
共
同
体
全
体
で
あ

る
。
し
か
し
会
衆
が
意
味
あ
る
参
加
を
す
る

た
め
に
は
、
そ
こ
に
展
開
さ
れ
て
い
る
事
柄

が
あ
る
程
度
理
解
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
司

式
者
の
祈
り
に
「
ア
ー
メ
ン
！
　
そ
う
な
り

ま
す
よ
う
に
」
と
応
答
す
る
た
め
に
は
そ
の

言
葉
の
意
味
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
分
か
り
方
に
も
種
々
の
次
元
が
あ
る

今
橋
朗
　
竹
内
謙
太
郎
　
越
川
弘
英
　
監
修
 

書 評 

　
三
十
年
前
に
出
版
さ
れ
た
『
キ
リ
ス
ト
教

礼
拝
辞
典
』
と
の
対
比
で
言
え
ば
、
今
回
は

前
書
に
は
な
い
新
し
い
テ
ー
マ
（
女
性
と
礼

拝
、
人
権
と
礼
拝
、
高
齢
者
と
礼
拝
な
ど
）

も
扱
わ
れ
て
お
り
、
時
代
の
要
請
に
応
え
よ

う
と
す
る
意
図
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
伝
統

的
で
重
要
な
項
目
に
関
し
て
は
初
め
に
概
論

が
あ
り
、
続
い
て
各
教
派
の
多
数
の
執
筆
陣

が
リ
レ
ー
形
式
で
担
当
す
る
、
と
い
う
エ
キ

ュ
メ
ニ
カ
ル
（
超
教
派
的
）
な
工
夫
が
な
さ

れ
合
い
、
癒
や
さ
れ
、
新
た
に
さ
れ

て
世
に
派
遣
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ

う
。
本
事
典
は
「
礼
拝
研
究
、
検
討

の
た
め
の
資
料
と
し
て
の
役
割
」
を

十
二
分
に
果
た
す
こ
と
で
あ
ろ
う
と

思
わ
れ
る
。
多
く
の
読
者
を
持
つ
こ

と
を
願
い
た
い
。（
市
瀬
英
昭
・
神
言

修
道
会
司
祭
、
神
言
神
学
院
院
長
）

   キ
リ
ス
ト

キ
リ
ス
ト
教教

礼
拝
・
礼
拝
学
事

　
　
　
礼
拝
・
礼
拝
学
事
典典

の
着
付
け
教
室
と
「
島
の
じ

ゅ
り
（
料
理
）
」
教
室
を
通

し
て
交
流
を
深
め
て
い
る
。

　
着
付
け
教
室
講
師
の
友
原

ヒ
ロ
子
さ
ん
は
、
教
室
を
始

め
た
こ
と
で
皆
と
触
れ
合
う

機
会
と
「
横
の
つ
な
が
り
」

が
で
き
、
「
皆
さ
ん
に
感

謝
、
神
様
に
感
謝
」
と
喜
ん

で
い
る
。
以
前
は
互
い
に
顔

は
知
っ
て
い
て
も
あ
い
さ
つ

程
度
の
付
き
合
い
で
、
「
全

然
名
前
を
知
ら
な
か
っ
た
」

と
い
う
。

　
大
島
紬
は
伝
統
あ
る
手
染

め
の
絹
織
物
で
、
地
元
で
は

ど
の
家
に
も
大
島
紬
の
着
物

が
あ
る
が
、
着
方
が
分
か
ら

ず
、
た
ん
す
に
眠
っ
た
ま
ま

に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

　
講
師
の
友
原
さ
ん
は
も
と

も
と
、
公
民
館
な
ど
で
着
付

け
を
教
え
て
い
た
。
そ
の
こ

と
を
知
っ
た
名
瀬
教
会
女
性

部
の
メ
ン
バ
ー
が
友
原
さ
ん

に
依
頼
、
教
室
が
始
ま
っ

た
。
今
は
月
二
回
開
か
れ
て

い
る
。
女
性
部
の
郡
山
紀
子

さ
ん
は
、
「
地
域
起
こ
し
に

も
な
る
の
で
は
」
と
期
待
し

て
い
る
。

　
名
瀬
教
会
で
は
着
物
姿
の

女
性
が
増
え
た
。
こ
と
し
の

新
年
会
で
は
、
皆
の
前
で
着

物
や
帯
の
結
び
方
を
説
明
す

る〝
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
〟

も
あ
っ
た
。

　
も
う
一
方
の
「
島
の
じ
ゅ

り
（
料
理
）
教
室
」
は
月
一

回
。
「
い
ぎ
す
（
海
草
）
漬

け
」
「
ひ
き
あ
げ
（
サ
ツ
マ

イ
モ
と
餅
で
作
る
正
月
料

理
）
」
な
ど
の
郷
土
料
理
を

一
緒
に
作
る
。
自
分
た
ち
の

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
が
や

っ
て
い
た
料
理
」
を
と
、
そ

れ
ぞ
れ
記
憶
を
た
ど
り
な
が

ら
の
取
り
組
み
だ
。

　「
あ
ま
り
お
い
し
く
な
い
、

と
い
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
」

と
久
原
則
子
さ
ん
は
語
る
。

女
性
部
長
の
貴
島
茂
子
さ
ん

の
説
明
で
は
、
「
保
存
食
の

た
め
に
作
ら
れ
て
い
る
か

ら
、
ち
ょ
っ
と
辛
い
も
の
が

多
い
」
と
い
う
。
余
分
に
作

っ
て
、
高
齢
の
信
徒
ら
に
も

分
け
る
。

　
料
理
教
室
を
思
い
付
い
た

久
野
（
き
ゅ
う
の
）
早
苗
さ

ん
は
、「
み
ん
な
共
同
で
〝
体

験
〟
し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

掛
け
て
い
る
。
日
曜
の
ミ
サ

の
後
に
は
壮
年
会
と
協
力
し

て
パ
ン
や
コ
ー
ヒ
ー
を
準
備

し
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
は

週
一
度
、
日
中
に
名
瀬
カ
ト

リ
ッ
ク
・
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー

ル
を
開
放
し
て
、
誰
も
が
教

会
に
入
れ
る
機
会
を
つ
く
ろ

う
と
計
画
中
だ
。

〇
〇
四
年
か
ら
、
女
性
部
の

信
徒
が
、
大
島
紬（
つ
む
ぎ
）

　
鹿
児
島
県
奄
美
大
島
の
名

瀬
教
会
（
奄
美
市
）
で
は
二

大大
島島
紬 紬
 、郷
土
料
理
で
交

、郷
土
料
理
で
交
流流

つ
む
つ
む
ぎぎ

会
＝
は
、
古
屋
教
会
主
任
を

兼
務
　
【
紀
南
ブ
ロ
ッ
ク
】
酒
井

淳
は
、
紀
伊
田
辺
〈
居
住
〉

と
御
坊
の
両
教
会
主
任
司
祭

　
〈
そ
の
他
〉
比
企
潔
は
研

修
延
長

　
《
福
岡
教
区
》

　
〈
３
月
　
日
付
〉

１５

　
古
賀
教
会
主
任
（
高
松
教

区
中
島
町
教
会
主
任
）
ジ
ュ

ー
ド
・
ピ
リ
ス
プ
ッ
レ
＝
オ

ブ
レ
ー
ト
会

　
〈
４
月
１
日
付
〉

　
教
区
本
部
事
務
局
長
・
浄

水
通
教
会
主
任
（
教
区
本
部

事
務
局
長
代
行
・
浄
水
通
教

会
主
任
）
田
中
重
治
▽
横
浜

教
区
・
栄
光
学
園
（
泰
星
学

園
）
萱
場
基
＝
イ
エ
ズ
ス
会

　
〈
４
月
　
日
付
〉

２３

　
水
巻
教
会
主
任
（
新
田
原

教
会
主
任
）
竹
森
勇
▽
新
田

原
教
会
主
任
（
直
方
・
田
川

教
会
主
任
）
杉
原
寛
信
▽
直

方
・
田
川
教
会
主
任
（
大
名

町
教
会
助
任
）
寺
浜
亮
司
▽

黒
崎
教
会
主
任
・
天
神
町
教

会
管
理
者
（
黒
崎
教
会
主

任
・
水
巻
教
会
管
理
者
）
ル

イ
・
ベ
リ
オ
ン
＝
パ
リ
外
国

宣
教
会
▽
天
神
町
教
会
管
理

者
を
解
く
（
戸
畑
教
会
主

任
・
天
神
町
教
会
管
理
者
）

森
山
信
三
▽
玉
名
・
荒
尾
教

淳
が
紀
南
ブ
ロ
ッ
ク
へ
。
後

任
に
有
馬
志
朗
〈
打
田
に
居

住
〉
　
【
い
ず
み
ブ
ロ
ッ
ク
】
シ

ル
ヴ
ァ
ノ
・
ダ
・
ロ
イ
ト
＝

聖
ザ
ベ
リ
オ
宣
教
会
＝
は
ブ

ロ
ッ
ク
協
力
司
祭
。
セ
ヴ
ェ

リ
ノ
・
マ
ス
ト
ロ
ッ
ト
＝
同

会
＝
は
海
外
研
修
へ

　
〈
和
歌
山
地
区
〉

　
【
紀
北
ブ
ロ
ッ
ク
】
ヨ
ゼ

フ
・
ブ
ロ
デ
リ
ッ
ク
〈
屋
形

町
主
任
〉
＝
聖
コ
ロ
ン
バ
ン

　
画
家
の
村
田
さ
ん
が
、

「
キ
リ
シ
タ
ン
歴
史
画
家
」

と
し
て
絵
筆
を
取
っ
た
の
は

一
九
八
一
年
。
神
奈
川
・
鎌

倉
の
雪
ノ
下
教
会
の
壁
画

「
鎌
倉
の
キ
リ
シ
タ
ン
」
を

手
掛
け
た
の
が
始
ま
り
だ
。

以
後
、
全
国
各
地
の
キ
リ
シ

タ
ン
の
姿
を
描
き
続
け
、
三

月
下
旬
に
開
催
し
た
四
十
回

目
の
個
展
（
東
京
）
で
は
、

最
新
シ
リ
ー
ズ
「
沖
縄
の
キ

リ
シ
タ
ン
　
石
垣
永
将
」
を

披
露
し
た
。

　
村
田
さ
ん
は
「
私
が
伝
え

た
い
の
は
、
単
な
る
歴
史
の

事
実
で
は
な
く
、
殉
教
者
の

信
仰
を
貫
く
勇
気
と
決
断

力
、
単
純
素
朴
な
人
間
ら
し

い
生
き
方
。
一
生
懸
命
に
生

き
る
こ
と
を
格
好
悪
い
と
ち

ゃ
か
し
、
〝
長
い
も
の
に
ま

か
れ
て
し
ま
う
〟
と
い
う
風

潮
が
う
ず
巻
い
て
い
る
現
代

社
会
に
お
い
て
、
一
番
伝
え

た
い
部
分
で
す
」
と
話
し
て

い
た
。

会
主
任
（
玉
名
教
会
主
任
）

竹
内
英
次
▽
荒
尾
教
会
管
理

者
を
解
く
（
大
牟
田
教
会
主

任
・
荒
尾
教
会
管
理
者
）
ア

ル
フ
レ
ッ
ド
・
ス
カ
ッ
ト
ロ

ン
＝
ミ
ラ
ノ
外
国
宣
教
会
▽

水
俣
教
会
主
任
・
人
吉
教
会

管
理
者
（
水
俣
教
会
主
任
）

イ
ー
モ
ン
・
ホ
ー
ガ
ン
＝
聖

コ
ロ
ン
バ
ン
会
▽
本
国
へ
帰

国
（
人
吉
教
会
主
任
）
フ
ラ

ン
シ
ス
・
キ
ャ
ロ
ー
ル
＝
同

会

ラ
ジ
オ〈
心
の
と
も
し
び
〉

ラ
ジ
オ〈
Ｆ
Ｅ
Ｂ
Ｃ
〉

今
週
の
番
組

ラ
ジ
オ〈
信
仰
の
時
間
〉

爆
投
下
の
惨

状
、
ま
た
現

代
社
会
で
隣

人
愛
を
実
践

し
た
マ
ザ
ー

テ
レ
サ
の
姿

な
ど
、
二
十

二
作
品
に
簡

潔
な
歴
史
解

説
を
添
え
て

紹
介
し
て
い

る
。

「
横
の
つ
な
が
り
」広
が
る

奄
美
大
島

名
瀬
教
会

殉
教
者
の
生
き
方
伝
え
る

キ
リ
シ
タ
ン
歴
史
画
家
の

村
田
佳
代
子
さ
ん

画
文
集
を
出
版

の
内
容
。

　
※
詳
細
は
、
緯
〇
四
二
二

５
２
一
五
六
六
。

　
▽
４
月
　
日
午
後
９
時
　

２３

３０

分
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
街
物
語

「
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
に
魅
せ

ら
れ
て
（
仮
）
」

ラ
ジ
オ〈
宗
教
の
時
間
〉

伝統の着物と料理で輪を広げる名瀬教会の女性信徒たち

講師の友原さん手織りの帯島伝統の料理

村田佳代子さん（４０回目の個展で）

テ
レ
ビ〈
Ｎ
Ｈ
Ｋ
衛
星
①
〉
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